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イギリスやアメリカ（合衆国）で「ロビン」と言えば，誰でも知っている身
近な野鳥である。しかし，呼び名は同じでも，両者は全く別種の鳥である。と
いうのも，イギリスのロビンは正式には「ヨーロッパコマドリ（European
Robin）」と呼ばれ，正真正銘のコマドリ属に属する「全長１５センチほど」１）の
小鳥である；これに対して，アメリカのロビン，つまり「アメリカコマドリ
（American Robin）」はツグミ属に属し，「全長約２８センチ」２）と倍近く大きいコ
マツグミだからである。見た目には，前者がスズメ大の小鳥とすれば，後者は
ハトほどの大きさの鳥と言えよう。
この両者のロビンの中で，我が国のコマドリ（Japanese Robin）と近縁の鳥
が European Robinであり，この日・欧のロビンは色も形も一見よく似てい
る。「ヨーロッパはアジア大陸と陸続きのため」，３）「ヨーロッパの鳥と日本の鳥
とでは，対応する近似種が多い」４）が，その良い例として『朝日＝ラルース世
界動物百科（鳥類）』は，「ロビン」と我が国の「コマドリ」５）を挙げている。
北アメリカで現地の人々が親しみを込めて「ロビン，ロビン」と呼ぶ鳥を見て
奇異な感じを抱く日本人が多いのは，American Robinは体色の一部（赤胸）を
除いて，本邦のコマドリとは似ても似つかぬからである。換言すれば，
European Robinにとって，日本のコマドリが血のがった親族に当たるとする
なら，American Robinは全くの赤の他人である。
にもかかわらず英・米では，自国のロビンを特別視する点は全く同じであ
る。というのも，この両国で「ロビン」と言えば，数ある野鳥の中でも別格の
鳥だからである。それは「もっとも英国的な（鳥）」，６）「英国人にとって特別
親しまれ，英国の国鳥になっている」７）や，「アメリカ合衆国ではもっとも
親しまれている鳥の一つ」，８）「もっともふつうに見かける鳥，アメリカ人が最
も親しみを持っている鳥」９）という言葉を見れば明らかである。
ひるがえって我が国では，コマドリ（駒鳥）は，ウグイス（鶯），オオルリ
（大瑠璃）と共に日本三鳴鳥の一角を成す名鳥として古来有名である。でも，
それは野鳥の飼育が許され，盛んでもあった昔のこと，加えて今も昔も一部の
野鳥愛好家の間での話であり，スズメのように「ごくありふれた（鳥）」１０）と
は言えないことも事実である。その証拠に〈robin＝コマドリ〉という英文和
訳は即答できたとしても，「ではコマドリを漢字で書いて，その由来は？」と
問われれば，途端に窮する人も多いのではなかろうか。ちなみに，和名のコマ
ドリの語源について定説とは異なる，興味深い説があるので，ここで紹介した
い。
ヒンカラカラとさえずる声が，馬のいななきのように聞こえるのでコマ
ドリ（駒鳥）というのが定説。ただ，鳴き声による命名であることには間
違いないけれども，それが何に似ているのかという点については異説がな
くつわ
いわけではない。一つは「似二走馬之鳴レ一轡」と，馬が走るときの轡を鳴
らす音に似ていることからという『本朝食鑑』『和漢三才図会』の説もあ
る。今一つは私案であるが，各地の方言を見ると，ウマオイドリ（岩手・
高知県），コマオイドリ（高知県），コマオイトリ（宮城県），コマヒキ（島
根・徳島・愛媛県），コマヒキドリ（栃木・愛媛県）などというのが全国
的で目立っている。それで馬子が馬を追う声にたとえたものとも考えられ
ないか。方言には，馬のいななく声に由来するものは，全く見当たらな
い。コマは子馬の意で，それが馬一般を指すことばになった。１１）
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２以上の点を踏まえた上で，European Robin，American Robin，本邦のコマ
ドリとは一体どのような鳥なのか；何故にアメリカ人は，別種の鳥であるコ
マツグミを敢えて「ロビン」と呼ぶのか；英・米とは異なり，我が国のコマ
ドリが人口に膾炙していないのは何故か；ロビンは民間伝承や文芸の世界で
如何なる役を演じているのか，等々について考えてみたい。
最初に，問いの：European Robin，厳密に言えば，本章で扱うイギリス種
のロビンから見てみよう。この鳥について，「鳥の詩人」と言われた英国の博
物学者W. H.ハドソン（William Henry Hudson［１８４１－１９２２］）は，「この色鮮
ひとなつ たぐい
やかな小鳥は，人間に寄せる信頼と人懐こさ，その類まれな美しさ，それにナ
イチンゲールの縁者となるに相応しい大変な歌の名手であるが故に，誰からも
好かれている（“this bright little bird is a universal favourite on account of his
confidence in and familiarity with man, and his rare beauty, and because, as
becomes a cousin of the nightingale, he is a very sweet singer”）１２）」と，また井上
義昌氏の『英米風物資料辞典』は，「大陸種のロビンに比べて，イギリス種の
ロビンの特色は‘open and exceptionally friendly behavior to human beings’にあ
る」１３）と述べている。更に詳しい解説を英国版の『野と森の鳥』で見てみよう。
Everyone has a soft spot for ‘the pious bird with the scarlet breast, Our
little English robin,’ to quote Wordsworth’s lines. Its cheeky behaviour and
trusting attitude make it a universal favourite. References in poetry and
nursery rhyme, not to mention Christmas cards, are innumerable.
The robin, or redbreast, is found all over the country, and is conspicuous
at most times of year, especially autumn and winter. The continental variety is
rather wilder in its habits, has a paler breast and is an occasional migrant to
Britain.
The robin has a bright orange-red forehead, throat and breast, with a pale
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grey border. The upper parts are olive-brown, the lower breast and belly
grayish-white. Both sexes look alike, but the young lack the orange breast and
are spotted.
It is very much a bird of the undergrowth, but can be seen perching
anywhere in the open, and darting across lawns in a series of lively hops. Its
diet comprises insects, spiders, weed seeds, grain, berries and soft fruit, whilst
in winter it will fearlessly approach houses for crumbs. Though friendly to
man, it is extremely bold and pugnacious towards other birds, and indeed other
robins. It appears to have a quick temper and to enjoy fighting for its own
sake. Battles are fought with others of its kind over territories staked out by
each bird for itself in late summer.
The robin’s song is cheerful and melodious, audible throughout the year,
and sometimes at night. The female also joins in the singing. If excessively
angered, the robin erupts with a sharp, scolding note or hiss.
It will nest almost anywhere, in bushes or evergreen, in walls, banks or
nesting-boxes, even in old boots and kettles. The nest is bulky, of dry grass,
leaves and moss, lined with hair, and is always cleverly hidden. Five or six
eggs are laid, light blue or white, with fine reddish speckles.１４）
（なべての人が特別な愛着を覚える鳥。それが，ワーズワースの謳う「胸
赤の神聖な鳥，可愛い我がイギリスのロビン」だ。その小生意気な振る舞
いや，人を疑うことを知らない態度を見れば，誰でもロビンが大好きにな
わらべうた
る。この鳥は詩歌や童歌には数知れず登場する。クリスマスカードは言う
までもない。
ロビン，別名「胸赤鳥」は英国全土で見られ，それは四季を問わない。
でも，とりわけ目立つのは秋と冬。この英国種のロビンと比べると，大陸
いささ
種のロビンは些か野生の習性が抜けず，胸部の赤色も薄い。英国には時と
して渡って来る。
とうせき
ロビンの前額部，喉，胸部は橙赤色で，その境界部は淡い灰色。体の上
部は黄茶色で，胸と腹の下部は灰白色。親鳥では雌雄の姿は似ている。だ
が，ヒナ鳥では胸部の橙色が未だなく，体にはマダラの斑点がある。
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ロビンは藪の鳥である。でも，見通しの利く開けた場所なら，どこでも
低木に止まっている姿や，ピョンピョンと軽快に飛び跳ねながら芝地を走
る姿を目にすることが出来る。その食は昆虫，クモ，雑草の種子，穀
物，液果類，それに柔らかい果実等である。冬季にはパンを求めて，物
怖じすることなく人家に近づく。人懐こい鳥だが，他の鳥，とりわけ仲間
のロビンに対しては，すこぶる大胆で喧嘩っ早い。気が短く，喧嘩ために
喧嘩を楽しんでいるように見える。晩夏にはテリトリーをめぐって争う。
ロビンの鳴き声は快活で美しく，１年中，時には夜でも耳にすることが
できる。雌も又この囀りに加わる。怒りに狂うと，叱りつけるような甲高
い鳴き声，シューシューという激しい歯擦音を発する。ほとんど何処にで
も巣を作り，営巣場所は藪や常緑樹から壁，土手，巣箱，更には古長靴や
ヤカンと多岐に亘る。巣は大きくて分厚く，巣材は乾いた草や葉や苔。内
部は毛で内張されていて，常に人目に付かぬよう巧妙に隠されている。卵
の数は５～６個。色は薄青か白で，赤みがかった細かい斑点がある。）
要約すれば，イギリス種のロビンは，別名「胸赤（鳥）」と呼ばれている
ように，胸部の赤い色が目立つ鳥である。実に人懐こい野鳥で，１年中国内
の至る所でその姿を目にすることが出来る。鳴き声は「快活で美しく」，四
季を通じて聞かれる。故に，英国では万人に好かれる大の人気者で，詩歌や
童謡の世界にも数多く登場する，となろうか。出口保夫氏も『イギリス四季歴
（秋冬）』の中で「イギリスの冬の小鳥の中で，人々がいちばん愛着を感じるの
は，コマドリであって，胸もとが赤いので，英語で〈レッドブレスト〉ともい
う。見た目も，またその鳴き声も，かわいいので誰にも好かれる」１５）と述べて
いる。
この絶大な人気の背景には，「ヨーロッパ大陸では（ロビンは）森の中に
生息」１６）し，晩秋には南方に去る渡り鳥であるのに対して；「イギリスでは
人家近くの林に多くすみ，人を恐れずに活動する」１７）留鳥，つまり「季節的移
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動を行わず，一年中，ほぼ一定の地域にすむ鳥。日本ではスズメ・カラス・カ
ワセミ・キジなど」１８）という英国固有の事情もあるに違いない。
ジェフリー・チョーサー（Geoffrey Chaucer［１３４０？－１４００］）の『鳥の議会
（The Parliament of Fowles）［執筆１３８１－８２］』には，「人慣れしたロビン（“The
tame ruddok [robin]”）１９）と，アイザック・ウォルトン（Izaak Walton［１５９３－
１６８３］）の『釣魚大全（The Compleat Angler, or the Contemplative Man’s
Recreation）［１６５３］』には，「生きているときも死んでからも人間を愛し続ける
正直者のコマドリ２０）（“the honest Robin that loves mankind both alive and
dead”）２１）」と，ギルバート・ホワイト（Gilbert White［１７２０－９３］）の『セルボ
ーンの博物誌（The Natural History of Selbourne）［１７８９］』には，「（ロビンとミ
ソサザイは）人家へよく来る。冬には下屋へよく来る２２）（“These［red-breasts and
wrens］frequent houses ; and haunt out-buildings in the winter.”）２３）」とあり，ロビ
ンが人慣れした愛すべき野鳥であることを示している。と見てきたところで，
次に，問いの：何故にアメリカ人はコマツグミをロビンと呼ぶのか，につい
て考えてみたい。
３
英国で「人間に最も愛される鳥」，それがロビンである。この「もっとも英
国的な鳥」の特徴は何よりも《胸赤》にある。「胸赤のロビン（robin redbreast）」
と呼ばれる所以である。この胸赤鳥が英国の「国鳥」，つまり国を象徴する鳥
である。したがって，英国人，とりわけ海外に移住した人たちにとって，ロビ
ンのような胸の赤い鳥と言えば，《母国イギリス》というイメージ・シンボル
に直結する。だから，「世界各地へ移住した英国人は，ロビンに似た鳥を見つ
けると，その名を付けて故郷を偲んだ」２４）のであり，「胸の赤い鳥を発見する
と robinの名をつけた」２５）のである。
この結果，アメリカでは胸赤鳥（“orange-breasted”）２６）のコマツグミが「ロビ
ン（American Robin）」と呼ばれるようになった，２７）というのが定説である。研
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究社の『英語歳時記（春）』も「アメリカ産の robin（Turdus migratorius）はツ
グミの一種で，大きさは３０センチもあるが，腹がレンガ色をしているため，
英国からの移住民により robinと呼ばれている」，２８）と述べている。ちなみに，
このロビンは『大きな森の小さな家（Little House in the Big Wood s）［１９３２］』
の作者で，我が国でも有名なローラ・インガルス・ワイルダー（Laura Ingalls
Wilder［１８６７－１９５７］）の生まれ故郷，ウィスコンシン州を初め，コネティカッ
ト州，ミシガン州の州鳥（state bird）でもある。
このロビンが北アメリカで「もっともふつうに見かける鳥，アメリカ人が最
も親しみを持っている鳥」となった今一つの理由は，彼らが文明社会に順応し
すみ か
て，森の鳥から町中の鳥へと住処も習性も変えたからである。『朝日＝ラルー
ス世界動物百科（鳥類）』はコマツグミを解説して，次のように述べている。
短いので全文引用する。
コマツグミは，北アメリカにいるツグミ属のうちで代表的な種である。
背中は濃い灰褐色，腹は赤茶色，の

ど

には斑紋があり，目のまわりは白い
斑がある。大きさはクロウタドリほどで，習性や鳴き声などもクロウタド
リに似ている。
今では，すっかり文明社会に順応してしまって，アメリカ合衆国では
もっとも親しまれている鳥のひとつとなった。現在では，人里離れた地方
よりも，町中や郊外のほうが好きなようだ。そこで人間に狩られる心配は
なくなったが，今度は DDTによる薬害が問題になっている。事実，DDT
を多量に使う地区では，コマツグミの姿は著しく減ってしまっている。２９）
４
では第３に，問いの：英・米と異なり，我が国のコマドリが人口に膾炙し
ていないのは何故か，について見てみよう。本邦のコマドリについて，平凡社
の『世界大百科事典』は次のように解説している。
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スズメ目ヒタキ科の鳥。英名ロビン robinという鳥をしばしばコマドリ
と訳すが，近縁ではあるがまったくの別種である。全長約１４cm，いわゆ
る小型ツグミ類で，体上面と胸は赤褐色，腹は白っぽい。雌のほうが雄よ
りも淡色。日本だけで繁殖し，北海道～九州のほか，利尻島，礼文島，南
千島，伊豆諸島，屋久島などの島々にも生息する。秋・冬季，南部の一部
のものを除いては南方の温暖な地方へ渡去する。本土および屋久島ではお
もに標高１，０００m以上の山地に生息するが，伊豆諸島や利尻島，礼文島で
は海岸付近から生息している。よく発達した森林にすみ，地表付近を移動
しながら昆虫をとって食べる。つがいで一定範囲のテリトリーを占有して
繁殖する。テリトリーの防衛にあたっては，雄はヒンカラカラカラーとい
う美しい声でさえずったり，隣接個体と実際のとっくみ合いをしたりす
る。こうしたさえずりや争いの際，雄は胸をそらしたり，尾をたてたり扇
形におし下げたりして，その赤褐色部分を誇示する。わん形の巣を崖地の
くぼみや木の根もとなどにつくる。伊豆諸島で繁殖するものは，地上数メ
ートルのところにある樹洞も利用する。産卵期は５～７月ころで，美しい
青緑色の卵を３～５個産む。抱卵は雌だけが行い，育雛は雄も手伝う。古
くから飼鳥として珍重され，飼育家の間ではウグイス，オオルリとともに
日本の三鳴鳥に入れられている。３０）
つまり，「秋・冬季……南方の温暖な地方へ渡去する」，「標高１，０００メート
ル以上の高い山の，クマザサなどが茂る渓谷や斜面に住む」３１）という言葉が示
すように，日本のコマドリは「夏鳥として九州以北に渡来する」渡り鳥である。
しかも本邦に居る間は，「いつも深いやぶの中にいるので，姿を見ることはむ
ずかしい」３２）鳥，つまり深山幽谷の鳴鳥なのである。それは，この鳥の姿や声
に触れた次の俳句からも窺い知ることができる。
 駒鳥や崖をしたたる露のいろ 加藤楸邨３３）
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こ ま
 駒鳥鳴くや月照山は雲の上 大竹孤悠３４）
このように英・米のロビンとは異なり，我が国のコマドリは人界や俗界とは
全く無縁の鳥であり，人里から遠く離れた仙境に住む森の妖精にして歌姫であ
ると言えよう。したがって本邦では，喫茶店のように憩いと癒しの空間でもあ
る飲食店の店名に，時として「コマドリ」が用いられているのは故なきことで
はないのである。ちなみに，日本ではキジが国鳥（１９４７年指定）３５）である。
では第４に，問いの：民間伝承や文芸の世界に登場するロビンの姿について
見てみよう。
５
最初に，民間伝承から。ピーター・グッドフェロー（Peter Goodfellow）は，
「（ロビンは，ミソサザイやツバメと共に）他のどの鳥にもまして……不思議な
力や宗教的迷信を持っています」，３６）と述べている。具体的に言えば，ロビンの
持つ「不思議な力」とは「死んだ人を見送る力」３７）のことである。この点に関
して，『ブルーワー英語故事成語大辞典』は「コマドリは死者に葉をかぶせ
ておおう３８）（“the robin covers the dead with leaves”）３９）」；アト・ド・フリース
（Ad de Vries［１９２４－８１］）の『イメージ・シンボル事典』は「森で迷って死ん
だ子供達を埋葬した（“it buried the children lost in the wood”）４０）」り，また「死
体に覆いをかけて，かたわらで嘆き悲しむ４１）（“it covers any dead body of a man
and mourns beside him”）４２）」と述べた上で，一例として英国の劇作家ジョン・
ウェブスター（John Webster［１５８０？－１６２５］）の『白魔（White Devil）［１６０９
なきがら
－１２］』の中の言葉：「（ロビンとミソサザイは）友もなく埋葬されない亡骸を
葉や花で埋めてやる４３）（“［the robin and the wren］with leaves and flowers do
cover／The friendless bodies of unburied men.”）４４）」を挙げている。W. H.ハドソ
ンの言葉で換言するなら，「冬になると人間のもとへパンをもらいにき，人
間への愛着が強くて，林や無人の地で倒れた人がいると，その死体の上に木の
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葉をかぶせるという赤胸のロビン４５）（“robin redbreast who in winter comes to us
for crumbs and has so great an affection for our kind that in woods and desert places
he will strew leaves over the friendless bodies of unburied men”）４６）」となろうか。
次に，ロビンに関する「宗教的迷信」とは，〈何故にこの鳥の胸が，あのよ
うに赤くなったのか〉という疑問と，その解答に関するものである。具体的に
紹介すると，「主イエス・キリストがカルバリ（Calvary）に向かう途中，
コマドリが主のイバラの冠からトゲを抜いたところ，その傷口から出た血がコ
マドリにたれてその胸を赤く染めた４７）（“The tradition is that when Christ was on
his way to Calvary, a robin picked a thorn out of his crown, and the blood which
issued from the wound falling on the bird dyed its breast with red.”）４８）」（『ブルー
ワー英語故事成語大辞典』）；「キリストにささったいばらを抜き取ろうとし
て，また一説にはキリストの体を木の葉でおおったときに，血にまみれた４９）
（“it tried to pull Christ’s thorns out, or was smeared when it covered Him with
leaves”）５０）」（フリース『イメージ・シンボル事典』）；「コマドリはキリスト
のイバラの冠からイバラを引き抜こうとして胸が赤くなった。主の血が一滴コ
マドリにしたたって，胸の羽毛を赤く染めた」５１）（日本民話の会・外国民話研
究会編訳『世界の鳥の民話』）等々である。その結果，心を動かされたキリス
トがロビンを祝福して，「どこへでもお前の行くところ幸せと喜びがあるよう
に……これからは，神の小鳥，胸赤のコマドリと呼ばれ，幸福のメッセージの
運び手となろう」，５２）と言われたという。
以上見たように，ロビンは宗教的世界とがる神聖な「神の小鳥」である。
と同時に「人間への愛着が強（い）」人懐こさの故に，「信用，信頼」５３）を象徴
する鳥でもある。だからこそ，英国では古来「コマドリを殺したり傷つけたり
すると大きな不運にみまわれる５４）（“it is extremely unlucky to kill or harm
one”）５５）」，と言われてきたのである。この点に関して，W. H.ハドソンは「巣
を取ることにかけては最も無情な村の腕白坊主でさえ，ロビンにだけは手をつ
な
けない。ロビンの巣を害すると悪いことがおこるとか，手が萎えると言われて
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いるからだ５６）（“even the most thorough-paced nest-takers among the village
children are accustomed to spare the robin, because as they say something bad will
happen to them, or their hand will wither up, if they harry its nest.”）５７）」，と述べて
いる。この言葉を裏付けるものとして，加藤憲一氏の『英文学動物話』からエッ
セックス州とスコットランドに伝わる民間伝承として次の二つを紹介しておき
たい。
The robin and（sic）the redbreast,
The martin and the swallow,
If ye touch one of their eggs,
Bad luck will sure to follow.
（コマドリやツバメの卵一つにでも触れるなら，かならずたたりに見舞わ
れる）といい，また，スコットランドでも，
The robin and the lintie
The raverrock and the wren,
Them that herries their nest
Will never thrive again.
（コマドリにベニスズメ，
ヒバリにミソサザイ，
その巣をあらす者たちは
ふたたび栄えることはない）
といい，一般に，コマドリを殺した手は，一生，ふるえが止まらないとい
う迷信もあります。５８）
６
では次に，文芸に登場するロビンについて見てみよう。最初に，シェイクス
ピア（William Shakespeare［１５６４－１６１６］）の作品から。登場場面は２カ所：
『シンベリン』（４幕２場）と『ヴェローナの二紳士』（２幕１場）である。『シ
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ンベリン』から見てみよう。アーヴィラガスがフィディーリの死を嘆いて言う。
Arviragus
With fairest flowers
Whilst summer lasts and I live here, Fidele,
I’ll sweeten thy sad grave : thou shalt not lack
The flower that’s like thy face, pale primrose, nor
The azured harebell, like thy veins, no, nor
The leaf of eglantine, whom not to slander,
Out-sweeten’d not thy breath : the ruddock［robin］would,
With charitable bill,－O bill, sore-shaming
Those rich-left heirs that let their fathers lie
Without a monument !－bring thee all this ;
Yea, and furr’d moss besides, when flowers are none,
To winter-ground thy corse.５９）
アーヴィラガス
「夏が続くかぎり，そしておれがここに住んでいるかぎり，フィディ
ーリよ，おまえの墓をもっとも美しい花で飾ってやるぞ，おまえの顔
に似た花でな。色淡い桜草も，おまえの静脈のように青い筋のある釣
り鐘草も，そう，それに野バラも絶やさないからな。バラには悪い
が，その香りもおまえの息のかぐわしさにはかなわない。そういう花
を，駒鳥がそのやさしいくちばしで――親の恩を忘れて墓石も建て
ぬ子供たちを恥じ入らせるというそのくちばしで――おまえのとこ
ろにはこぶだろう，それに，毛皮のような苔もだ。花のない冬になれ
なきがら
ば，冷たい地面におまえの亡骸は――」６０）
ここに，既に見たロビンにまつわる迷信，つまり「死んだ人を見送る」「不
思議な力」を容易に見て取ることが出来る。では次に，『ヴェローナの二紳士』
を見てみよう。ヴァレンタインとその小姓スピードとの対話である。
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VALENTINE
Why, how know you that I am in love ?
SPEED
Marry, by these special marks : first, you have
learned, like Sir Proteus, to wreathe your arms,
like a malecontent ; to relish a love-song, like a
robin-redbreast
「ヴァレンタイン
おれが恋をしていると，どうしてわかった？
スピード
そりゃあ，特別な兆候が出てましたからね。第一に，
旦那さまは……駒鳥のように恋の歌を口ずさむようになった」６１）
ここで，雄鳥が「恋の歌（love-song）」を口ずさむのは「繁殖期」で，その
一大目的は「求愛」，６２）つまり「雌をひきつけてつがいを形成する」６３）ためであ
る，と学者は言う。だとすると，恋するヴァレンタインをロビンに喩えるシェ
イクスピアの力量には改めて舌を巻かざるを得ない。というのも，英国種であ
ろうと日本種であろうと，ロビンは洋の東西で“love-song”の名手として共通
している唯一の鳥，つまり国際的な鳴鳥だからである。それは，「日本の三
鳴鳥＝ウグイス，コマドリ，オオルリ」；「ヨーロッパの三鳴鳥＝ナイチン
ゲール，クロウタドリ，ロビン」６４）という東西の鳴鳥リストを見れば明らかで
ある。
ちなみに，ロビンの恋歌について，『朝日＝ラルース世界動物百科（鳥類）』
は次のように述べている：「ロビンのさえずりは，みごとである……その鳴き
声は，一連の短いさえずりから始まり，次第に調子を高めながらこれを繰り返
して，ついにはとても鋭い一連のふるえ音を響かせる。」６５）
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７では次に，英詩に登場するロビンを取り上げてみたい。最初に，英国版『野
と森の鳥』の中で一部引用されていたワーズワース（William Wordsworth［１７７０
－１８５０］）の詩について見てみよう。この詩の題名は「蝶々を追いかけるロビ
ン（‘The Redbreast chasing the Butterfly’）［１８０２］」で，その全文を紹介すれば
以下の通りである。
ART thou the bird whom Man loves best,
The pious bird with the scarlet breast,
Our little English Robin ;
The bird that comes about our doors
When Autumn-winds are sobbing ?
Art thou the Peter of Norway Boors ?
Their Thomas in Finland,
And Russia far inland ?
The bird, that by some name or other
All men who know thee call their brother,
The darling of children and men ?
Could Father Adam open his eyes
And see this sight beneath the skies,
He’d wish to close them again.
－If the Butterfly knew but his friend,
Hither his flight he would bend ;
And find his way to me,
Under the branches of the tree :
In and out, he darts about ;
Can this be the bird, to man so good,
That, after their bewildering,
Covered with leaves the little children,
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So painfully in the wood ?
What ailed thee, Robin, that thou could’st pursue
A beautiful creature,
That is gentle by nature ?
Beneath the summer sky
From flower to flower let him fly ;
’Tis all that he wishes to do.
The cheerer Thou of our in-door sadness,
He is the friend of our summer gladness :
What hinders, then, that ye should be
Playmates in the sunny weather,
And fly about in the air together !
His beautiful wings in crimson are drest,
A crimson as bright as thine own :
Would’st thou be happy in thy nest,
O pious Bird ! whom man loves best,
Love him, or leave him alone !６６）
（汝が人間に最も愛される，胸赤の神聖な鳥，
可愛い我がイギリスのロビンなのか。
家の戸口にやって来る鳥だ，
秋風がむせび泣くように吹いている時には。
汝は百姓たちにとって，ノールウエーではペテロ，
フィンランドと遥か内陸のロシアでは
トマスなのか？
汝を知る人は皆色んな名前をつけて，
子供や大人たちに大の人気の
我が兄弟と呼ぶ鳥なのか？
まなこ
父祖のアダムが眼を開けて
天が下のこの光景を目にすることが出来るなら，
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開けた眼をまた閉じたいと願うだろう。
――もし蝶々が自分の友だちだと知りさえすれば，
此方に向かってヒラヒラヒラと舞いながら
木々の枝々縫い分けて，
私の元に来てくれように。
でも，見えつ隠れつ蝶々は逃げる。
これが本に，人にはいと優しくて，
森の中で行き倒れた子供を見つけると
骨身惜しまず木の葉で覆うという
あの善良な鳥なのか？
ロビンよ，どこか具合でも悪いのか？
心優しく姿も美しい蝶々を
追いかけることが出来るなんて。
蝶々には夏の空の下で
花から花へと好きなように回らせておあげ。
蝶々の願いは只それだけなのだ。
汝は我らが屋内の悲しみを慰むるもの，
蝶々は我らが夏の喜びの友。
ならば何故に汝らは夏の日の中で
遊び友だちとなって，
共々に空中を飛び回ることが出来ぬのか？
蝶々の美しい羽根の色は深紅
汝と同じ色鮮やかな深紅だ。
汝は巣の中で幸せになれように
人に一番愛される神聖な鳥よ！
蝶々を愛しておあげ，さもなくばそっとしておやり！）
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では次に，ジョン・リリ （ーJohn Lyly［１５５４？－１６０６］）の「春の歓迎（‘Spring’s
Welcome’）［１５８４］」を見てみよう。
What bird so sings, yet so does wail ?
O ’tis the ravished nightingale.
“Jug, jug, jug, jug, tereu，”she cries,
And still her woes at midnight rise.
Brave prick-song ! Who is’t now we hear ?
None but the lark so shrill and clear ;
Now at heaven’s gate she claps her wings,
The morn not waking till she sings,
Hark, hark, with what a pretty throat
Poor robin redbreast tunes his notes !
Hark ! how the jolly cuckoos sing
“Cuckoo,”to welcome in the spring !
“Cuckoo,”to welcome in the spring !６７）
なにどり
「何鳥があんなに歌うのか，だが又あんなに嘆くのか，
あゝ，あれは夢中のナイチンゲール。
ジャグ，ジャグ，ジャグ，ジャグ，テルウ！ と泣くよ，
そしていつでも夜中に悲しむ。
耳をそばだつ見事な調べ！ 今聞こえるのは何だろう。
雲雀よ，あれは高くも朗らか，
今天の門にて羽ばたくよ，
その歌うまで朝は目覚めぬ。
聞け，聞け，何と綺麗な喉で，
可憐な駒鳥の歌うかを！
聞けよ，陽気な郭公が
クックー！と鳴いて春を迎うかを！
クックー！と鳴いて春を迎うかを！」６８）
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では第３に，ロバート・ヘリック（Robert Herrick［１５９１－１６７４］）の「胸赤
のロビンに寄せて（‘To Robin Redbreast’）」を見てみる。
Laid out for dead, let thy last kindness be
With leaves and moss-work for to cover me :
And while the wood-nymphs my cold corpse inter,
Sing thou my dirge, sweet-warbling Chorister !
For Epitaph, in Foliage, next write this :
Here, here the Tomb of Robin Herrick is .６９）
「死者として召し出されなば，汝が最後の親切に，
木の葉と苔のかたまりとをもて，わが身を掩いかくせよ。
ひま
森の妖精が，わが冷たき屍を埋むる間は，
汝が挽歌を歌えかし，うましく囀る歌い手よ。
碑銘として傍らの葉にかく記せ――
ここにロビン・ヘリックの墓あり，と。」７０）
この英詩ついて，川和高斌氏は次のように解説している：「身寄りのない老
詩人が淋しく庭を眺めているとき，たまたまそこを訪れた Robinに言寄せて
――つまり，頼んで，《わたしが死んだら木の葉や苔で私の屍体を掩いかく
し，森の妖精がわたしの屍体を埋めている間，挽歌を歌ってくれ，それから木
の葉に，自分の名 Robertの指小辞である（多分は，お前のやさしい名にもち
なんで）Robinを名として墓碑銘を書いてくれ》，と言っている情景が想像さ
れる」。７１）この解説もまた詩の内容そのものも，既に見た「人間への愛着が強
くて……その死体の上に木の葉をかぶせるという赤胸のロビン」にまつわる民
間伝承；〈ロビン＝ヨーロッパの三鳴鳥に入る歌姫〉という評価を踏まえて
いるのは言うまでもあるまい。では第４に，ジョン・クレア（John Clare［１７９３
－１８６４］）の‘The Robin’を見てみよう。
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Now the snow hides the ground, little birds leave the wood,
And fly to the cottage to beg for their food ;
While the robin, domestic, more tame than the rest,
With its wings drooping down, and rough feathers undressed,
Comes close to our windows, as much as to say,
‘I would venture in, if I could find a way :
I’m starv’d, and I want to get out of the cold ;
Oh ! make me a passage, and think me not bold.’
’thou shalt be free
To perch on my finger and sit on my knee :
Thou shalt eat of the crumbles of bread to thy fill,
And have leisure to clean both thy feathers and bill.
Then come, little robin !
も
「今や地の面をおおい，小鳥たちは森をでて
いなか や
食物をもらいに田舎家の方へ飛んでゆく。
そのころ，馴れていて他の小鳥よりもっと人なつっこいコマドリは
翼をだらりと下げ，荒らけた羽をつくろいもせず，
われらの家の窓辺にやって来る，こんなことを言うように
《入り口があったら，わたしは何とかして入りたい。
わたしは空腹だ。それに寒さからのがれたい。
おお！ 入らせてください。そして私が厚かましいと思わないで下さい。》
’わたしの指へ
ひざ
止まるのも，膝へのるのも勝手にしていいよ。
お前が腹一杯になるまでパンをたべさせよう，
くちばし ひま
それから，羽や嘴をきれいにする暇を与えよう。
だから，おいでよ，ちっちゃいコマドリさん！」７２）
では第５に，ウィリアム・ブレイク（William Blake［１７５７－１８２７］）の『無
垢の歌』の「幸福な花（‘The Happy Blossom’）」を見てみよう。
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Pretty, pretty robin !
Under leaves so green
A happy blossom
Hears you sobbing, sobbing,
Pretty, pretty robin,
Near my bosom.７３）
「かわいい かわいい駒鳥よ！
目にしみるほどの緑の葉の下で
しあわせな花が一つ
聞いている おまえが啜り泣き 啜り泣くのを
かわいい かわいい駒鳥よ
わたしの胸近く」７４）
では第６に，美の詩人ジョン・キーツ（John Keats［１７９５－１８２１］）の「秋に
寄せて（‘To Autumn’）［１８１９］」から第３連を見てみよう。
Where are the songs of Spring ? Ay, where are they ?
Think not of them, thou hast thy music too，――
While barred clouds bloom the soft-dying day,
And touch the stubble-plains with rosy hue ;
Then in a wailful choir the small gnats mourn
Among the river sallows, borne aloft
Or sinking as the light wind lives or dies ;
And full-grown lambs loud bleat from hilly bourn ;
Hedge-crickets sing ; and now with treble soft
The redbreast whistles from a garden-croft ;
And gathering swallows twitter in the skies.７５）
い ず こ
「春の歌何処にありや，あゝ何処にありや，
なれ な
其を考えるなかれ，汝もまた汝が音楽を有つなり，――
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棚曳ける雲穏やかに死にゆく日を柔らかく色づけ，
薔薇色もて切株の野を彩る時，
その時嘆く合唱隊をなして小さき蚊の群れは
川楊の枝のあたりに泣き悲しみ，軽き風
吹き来たり，吹き止むにつれてその声高まり沈む。
又よく育ちし仔羊は彼方の丘より声高く鳴き，
こおろぎ
生垣の蟋蟀は歌い，又今や三倍の柔らかさをもて
駒鳥は垣めぐらせし菜園に鳴く。
又群がる燕等は空中にありて囀るなり。」７６）
８
以上で英国の詩の紹介を終わり，アメリカの詩についても少し触れておきた
い。というのも，America Robinの命名の由来や，この鳥が「アメリカの風土
と生活に欠かせぬ春告げ鳥」７７）であることを思う時，ロビンはこの国の詩に於
ても重要な役割を果たしていると思われるからである。ウォルト・ホイットマ
ン（Walt Whitman［１８１９－９２］）の『草の葉』の「秋の小川（‘Autumn Rivulets’）」，
「歌ってくれ，ライラックの季節のために（‘Warble for Lilac-Time’）」には「（カ
エデの森の中では）目元の涼しい，胸赤鳥のロビンがピョンピョン飛び跳ねな
がら，／日の出と夕暮れには明るい調子の美声で鳴き，／またリンゴの果樹園
では木々の間を飛び回って，連れ合いの巣を作る（“The robin where he hops,
bright-eyed, brown-breasted,／With musical clear call at sunrise, and again at
sunset,／Or flitting among the trees of the apple-orchard, building the nest of his
mate”）７８）」という詩句が見られる。しかし，ここでは今一人の偉大なアメリカ
詩人，エミリー・ディキンソン（Emily Dickinson［１８３０－８６］）の詩を紹介し
たい。というのも，彼女にはロビンについて言及した詩が数十首（３３首）も
あるからである。
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（詩番１８２）
If I shouldn’t be alive
When the Robins come,
Give the one in Red Cravat,
A Memorial crumb.
If I couldn’t thank you,
Being fast asleep,
You will know I’m trying
With my Granite lip !７９）
「わたしがもう生きていなかったら
駒鳥たちがやって来た時――
やってよね，赤いネクタイの子に，
形見のパンを。
深い眠りにおちいって，
わたしがありがとうをいえなくっても，
分かるわね，いおうとしているんだと
御影石の唇で！」８０）
（詩番６３４）
You’ll know Her－by Her Foot－
The smallest Gamboge Hand
With Fingers－where the Toes should be－
Would more affront the Sand－
Than this Quaint Creature’s Boot－
Adjusted by a Stem－
Without a Button－I could vouch－
１２８ 松山大学論集 第２０巻 第１号
Unto a Velvet Limb－
You’ll know Her－by Her Vest－
Tight fitting－Orange－Brown－
Inside a Jacket duller－
She wore when she was born－
Her Cap is small－and snug－
Constructed for the Winds－
She’d pass for Barehead－short way off－
But as She Closer stands－
So finer ’tis than Wool－
You cannot feel the Seam－
Nor is it Clasped unto of Band－
Nor held upon－of Brim－
You’ll know Her－by Her Voice－
At first－a doubtful Tone－
A sweet endeavor－but as March
To April－hurries on－
She squanders on your Ear
Such Arguments of Pearl－
You beg the Robin in your Brain
To keep the other－still－
「あなたは彼女の足で彼女だと分かるでしょう。足指があるはずのところ
に指がついた，小さなくちなし色の手は，砂地など平気なのです。／一本
の棒で柔らかな足にはめこんだ，ボタンもない靴，この奇妙な動物の靴よ
りずっとたしかです。／あなたは彼女のチョッキで彼女と分かるでしょ
う。色のしぶい上着の下にきっちり着込んだ，オレンジがかった茶色の
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チョッキを彼女は生まれた時から着ています。／彼女の帽子は小さく，風
にもたえるように作られ，ぴったり頭にあっている。ちょっと遠くから
は，何もかぶっていないように見えますが，近くでよく見ると，／ウール
より細かい織物の帽子です。継ぎ目もなく，バンドなどでも止められてな
く，つばもついていない。／あなたは彼女の声で彼女と分かるでしょう。
初めはおずおずした調子で，優しく努力していますが，３月が４月へと急
ぐにつれ，彼女はあなたの耳に，真珠のようなおしゃべりを，惜しみなく
注ぎかけます。あなたが心の中で，もう少し静かにとたのむほど。」８１）
（詩番８２８）
The robin is the One
That interrupts the Morn
With hurried－few－express Reports
When March is scarcely on－
The robin is the One
That overflows the Noon
With her cherubic quantity－
An April but begun－
The robin is the One
That speechless from her Nest
Submits that Home－and Certainty
And Sanctity, are best.
「ロビンは，３月がくるかこないかの頃，あわてたような２，３のニュー
ス速報で朝を中断するもの。／ロビンは，４月が始まったばかりの頃，無
邪気にたっぷりと，真昼を歌でいっぱいにするもの。／ロビンは，その巣
からただ黙って，家庭，確実性，そして清浄が，最高であると告げるも
の。」８２）
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（詩番９１９）
If I can stop one heart from breaking,
I shall not live in vain :
If I can ease one life the aching,
Or cool one pain,
Or help one fainting robin
Unto his nest again,
I shall not live in Vain.
「もしも一つの心を悲しみから救ってあげられたなら
わたしの一生はむだにならないでしょう
いのち
もしも一つの生命の痛みをやわらげられれば――
しず
一つの苦痛を鎮められれば――
弱った一羽のコマドリを
もとの巣へ戻してやれたなら――
わたしの一生はむだにならないでしょう」８３）
以上のごとく，ロビンは英・米，とりわけ英国では「人間に最も愛される鳥」
であり，それはこの旧大国の児童文学の世界にも色濃く反映されている。では
第３に，ロビンと英国児童文学について見てみよう。
９
ロビンはイギリスでは老若男女を問わず万人に愛される大の人気者である。
故に，この国の児童文学に登場するロビンは，いつも子供の身方であり，また
心の友である。最初に，C. S.ルイス（Clive Staples Lewis［１８９８－１９６３］）の
「ナルニア物語」：『ライオンと魔女と衣装笥（The Lion, the Witch and the
Wardrobe）［１９５０］』から一例を挙げたい。森の中で苦境に陥った子供たちに
救いの手を差し伸べるロビン，その姿を形容して著者は言う：「これほどまっ
赤な胸と，訴えかけるようなきれいな目をもった小鳥は，だれも見たことがな
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いでしょう８４）（“You couldn’t have found a robin with a redder chest or a brighter
eye.”８５））」。そして，子供の一人に「僕が読んだお話には，どれにもいい鳥とし
て出てくるよ。コマドリが悪い者のほうについているはずがないと思うよ８６）
（“They’re good birds in all the stories I’ve ever read. I’m sure a robin wouldn’t be
on the wrong side.”８７））」と言わせている。ロビンの胸赤がキリストの血につな
がる「神の小鳥」であることは既に見た。
次に，B.ポッター（Beatrix Potter［１８６６－１９４３］）の『ピーターラビットの
お話（The Tale of Peter Rabbit）［１９００］』も，ロビンを抜きにしては語れまい。
というのも「コマドリ Robinは，ピーターラビットのおはなしの中で最も重要
な脇役」８８）を務めているからである。その理由として益田朋幸氏は，猪熊葉子
氏の説：「コマドリは愛惜する幼年時代をポッターに回想させるきっかけを与
える鳥であり，孤独に耐えるポッターの心の友であった」を紹介した後で，次
のように述べている。
しかしここでもわたしが付け加えたいと思うのは，キリスト受難に関わ
る意味である……キリストが重い十字架をかついでゴルゴタの丘に引きた
てられてゆく途中，茨の冠のトゲをついばんだため，コマドリの胸は赤く
なった，と伝説は言う。つまりコマドリは，キリスト受難の道行きの証人
なのだ。かつてキリストの十字架上の死を看取ったように，コマドリはピ
ーターにつきそい，いたずらこうさぎの「受難」を心配げに見守る。８９）
では第４に，伝承童謡（nursery rhymes）に登場するロビンについて見てみ
よう。最初に，「風よ，吹け，吹け（‘Blow, Wind, Blow’）」の第２連を紹介し
たい。
The north wind doth blow,
And we shall have snow,
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And what will poor robin do then ?
Poor thing.
He’ll sit in a barn,
And keep himself warm,
And hide his head under his wing.
Poor thing.９０）
「きたかぜびゅうびゅう ふいてます
もうすぐゆきが ふってくる
そしたらこまどり どうするの？
かわいそうな こまどりさん
こまどりきっと なやのなか
じぶんでじぶんを あっためる
あたまをはねに つっこんで
かわいそうな こまどりさん」９１）
ここで，この童謡を通して２点ほどロビンにまつわる俗説について補足説明
をしておきたい。そのは「可哀そうなコマドリ（“poor robin”）」という語句
である。これについて，鈴木一博氏は「この鳥は〈ピルピルルルル〉とか〈ピ
ーヨーピルチチチ〉と鳴くが，その音調は何となく哀れっぽ（く）」，英国の伝
承童謡では「〈可哀そうなコマドリ〉と歌われるのが一般的なのである」，９２）と
述べている。そのは“He’ll sit ...”から窺い知ることが出来るように，ロビ
ンの性別は男性である。この点について同氏の解説は実に明快で分かり易い。
つがい
俗説ではミソサザイとコマドリが番であると言うのである。これは，コ
マドリもまたミソサザイと同じように雌雄同色同大であることから起こっ
たことである。これらの鳥はどちらも繁殖期以外は一羽ずつで行動し，秋
冬の季節にはともに人家の近くに出没する習慣を持っている。こうしたこ
とから，昔の人々は「ミソサザイは雌ばかりでコマドリは雄ばかりであ
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る」，と考えたのであった。伝説では，ミソサザイもコマドリもともに埋
葬されていない屍体を木の葉で掩い隠すと言われているが，これは両者が
番であるという俗説によって，両者が同じ伝説を持つことになってしまっ
たものと考えられる。９３）
と見てくれば，既に見たジョン・ウェブスターの『白魔』の詩句：「（ロビン
とミソサザイは）友もなく埋葬されない亡骸を葉や花で埋めてやる」で，主語
としてロビンとミソサザイが並置されているのも合点がゆく。
１０
では次に，『マザー・グース』の‘Who killed Cock Robin ?’（‘The Death and
Burial of Cock Robin’）の原文と北原白秋訳を見てみよう。
“Who killed Cock Robin ?”
“I”, said the sparrow,
“With my bow and arrow,
I killed Cock Robin.”
“Who saw him die ?”
“I”, said the fly,
“With my little eye,
I saw him die.”
“Who caught his blood ?”
“I”, said the fish,
“With my little dish,
I caught his blood.”
“Who’ll make his shroud ?”
“I”, said the beetle,
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“With my thread and needle,
I’ll make his shroud.”
“Who’ll be the clerk ?”
“I”, said the lark,
“If it’s not in the dark,
I’ll be the clerk.”
“Who’ll be the chief mourner ?”
“I”, said the dove,
“I mourn for my love,
I’ll be chief mourner.”
“Who’ll dig his grave ?”
“I”, said the owl,
“With my little trowel,
I’ll dig his grave.”
“Who’ll be the parson ?”
“I”, said the rook,
“With my little book,
I’ll be the Parson.”
“Who’ll toll the bell ?”
“I”, said the Bull,
“Because I can pull,
I’ll pull the bell.”
All the birds in the air
Fell a-sighing and a-sobbing,
When they heard the bell toll
For poor Cock Robin.９４）
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「だァれがころした，こまどりのおすを」
「そォれはわたしよ」すずめがこういった。
や ば
「わたしの弓で，わたしの矢羽で，
わたしがころした，こまどりのおすを」
「だァれがみつけた，しんだのをみつけた」
「そォれはわたしよ」あおばえがそういった。
め め
「わたしの眼々で，ちいさな眼々で，
し がい
わたしがみつけた，その死骸みつけた」
「だァれがとったぞ，その血をとったぞ」
さかな
「そォれはわたしよ」魚がそういった。
「わたしの皿に，ちいさな皿に，
わたしがとったよ，その血をとったよ」
きょうかたびら
「だァれがつくる，経帷子をつくる」
「そォれはわたしよ」かぶとむしがそういった。
「わたしの糸で，わたしの針で，
わたしがつくろ，経帷子をつくろ」
「だァれがしるす，戒名をしるす」
「そォれはわたしよ」ひばりがそういった。
「あかるいならば，くれないならば，
かいみょう
わたしがしるそ，戒名をしるそ」
ともらい
「だァれがたつか，お葬式にたつか」
「そォれはわたしよ」おはとがそういった。
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ともら
「葬ってやろよ，かわいそなものを，
わたしがたとうよ，お葬式にたとうよ」
「だァれがほるか，お墓の穴を」
「そォれはわたしよ」ふくろがそういった。
こて
「わたしの鏝で，ちいさな鏝で，
わたしがほろよ，お墓の穴を」
ぼう
「だァれがなるぞ，お坊さんになるぞ」
しらはし
「そォれはわたしよ」白嘴がらすがそういった。
きょうほん こ ほん
「経本もって，小本をもって，
わたしがなろぞ，お坊さんになろぞ」
「だァれがならす，お鐘をならす」
「そォれはわたしよ」おうしがこういった。
「わたしはひける，力がござる，
わたしがならそ，お鐘をならそ」
そォら
空の上からみんなの小鳥が，
ためいきついたりすすりなきしたり，
みんなみんなきいた，なりだす鐘を，
ともらい
かわいそなこまどりのお葬式の鐘を。９５）
ここで，上記とは別版の原文と，その日本語訳を参考までに見てみよう。
Who killed Cock Robin ?
I, said the Sparrow,
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With my bow and arrow,
I killed Cock Robin.
Who saw him die ?
I, said the Fly,
With my little eye,
I saw him die.
Who caught his blood ?
I, said the Fish,
With my little dish,
I caught his blood.
Who’ll make his shroud ?
I, said the Beetle,
With my thread and needle,
I’ll make his shroud.
Who’ll dig his grave ?
I, said the Owl,
With my pick and shovel,
I’ll dig his grave.
Who’ll be the parson ?
I, said the Rook,
With my little book,
I’ll be the parson.
Who’ll be the clerk ?
I, said the Lark,
If it’s not in the dark,
I’ll be the clerk.
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Who’ll carry the link ?
I, said the Linnet,
I’ll fetch it in a minute,
I’ll carry the link.
Who’ll be chief mourner ?
I, said the Dove,
I mourn for my love,
I’ll be chief mourner.
Who’ll carry the coffin ?
I, said the Kite.
If it’s not through the night,
I’ll carry the coffin.
Who’ll bear the pall ?
We, said the Wren,
Both the cock and the hen,
We’ll bear the pall.
Who’ll sing a psalm ?
I, said the Thrush.
As she sat on a bush,
I’ll sing a psalm.
Who’ll toll the bell ?
I, said the Bull,
Because I can pull,
I’ll toll the bell.
All the birds of the air
Fell a-sighing and a-sobbing,
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When they heard the bell toll
For poor Cock Robin.９６）
「だれがこまどり ころしたの？
わたし とすずめがいいました
わたしのゆみやで
わたしがころした
だれがこまどり しぬのをみたの？
わたし とはえがいいました
わたしがこのめで
しぬのをみた
だれがそのちを うけたのか？
わたし とさかながいいました
ちいさなおさらで
わたしがうけた
だれがきょうかたびらを つくるのさ？
わたし とかぶとむしがいいました
はりといととで
わたしがつくる
だれがおはかを ほるのだろう？
わたし とふくろうがいいました
すきとシャベルで
わたしがほろう
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だれがぼくしに なるのかね？
わたし とからすがいいました
せいしょをもってる
わたしがなろう
だれがおつきを してくれる？
わたし とひばりがいいました
まっくらやみでなかったら
わたしがおつきに なりましょう
だれがたいまつ もつのかな？
わたし とべにすずめがいいました
おやすいごようだ
わたしがもとう
だれがおくやみ うけるのか？
わたし とはとがいいました
あいゆえふかい このなげき
わたしがおくやみ うけましょう
だれがおかんを はこぶだろう？
わたし ととんびがいいました
もしもよみちでないのなら
わたしがおかんを はこびます
だれがおおいを ささげもつ？
ぼくら といったはみそさざい
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ふうふふたりで
もちましょう
だれがさんびか うたうのか？
わたし とつぐみがいいました
こえだのうえから いいました
わたしがさんびか うたいます
だれがかねを つくのかね？
わたし とおうしがいいました
なぜならわたしは ちからもち
わたしがかねを ついてやる
かわいそうな こまどりのため
なりわたるかねを きいたとき
そらのことりは いちわのこらず
ためいきついて すすりないた」９７）
この「コック・ロビンの唄」は，「ハンプティー・ダンプティーの唄（‘Humpty
Dumpty sat on a wall’）」と並んで「非常によく使われるマザー・グース」９８）の
一つであり，「マザー・グース・ミステリー」ものとしても有名である。その
主な作品としてMurder Must Advertise（１９３３）by Dorothy L. Suryers，The Nursing
Home Murder（１９３５）by Ngaio Marsh，There Was an Old Woman（１９４３）by Ellery
Queen，Bare Trap（１９５２）by Frank Kane，Test Kill（１９７６）by Ted Dexter and
Clifford Makins等々が挙げられる。なかでも，S. S.バン・ダイン（Van Dine
［１８８８－１９３９］）の『僧正殺人事件（The Bishop Murder Case）』（１９２９）が「マ
ザー・グース・ミステリーの最高傑作」，９９）と言われている。物語の内容は「引
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退した物理学者のバートランド・ディラード教授の屋敷と，その付近で起きる
連続殺人事件を扱ったもの」で，「それぞれの殺人がマザー・グースの唄の詩
句に合わせるかのように行われていて，惨劇をいっそう怪奇なものに仕立てて
い（る）」，１００）と藤野紀男氏は言う。
ともあれ，「コック・ロビンの唄」にまつわるミステリーものを読む際に押
さえておきたいのは，《Cock Robin＝被害者，Sparrow＝殺人犯，Fly＝目撃者》
という基礎知識である。一例を挙げれば，“Who saw him die ?”／“I, said the
Fly.”の“Fly”のごとくである。これは，「コック・ロビンの唄」の第２番を
踏まえているのは言うまでもあるまい。ちなみに，このスズメの悪役扱いにつ
いて，荒俣宏氏は次のように解説する：「スズメは個体数が多く，穀物やサク
ランボなどを食う害鳥という面をも有するので，ときには悪魔の手先と認めら
れ，英国の童謡《だれが殺したか，コック・ロビン》でも弓と矢でロビンを殺
す犯人にされている」。１０１）
１１
では第５に，英国絵画に登場するロビンについて見てみよう。その絵画とは
ラファエル前派の画家，ジョン・エヴァレット・ミレー（John Everett Millais
［１８２９－９６］）の『オフィーリア』（１８５２）である。オフィーリアとは「イギリ
スの劇作家シェイクスピアの悲劇『ハムレット』（１６０２ころ初演）の登場人物。
内大臣である父の命令で王子ハムレットの求愛を退けたあと，彼からじゃけん
な仕打ちを受け，父の横死も重なって錯乱に陥り，小川で水死する」１０２）悲劇の
女性である。この哀れな娘をモチーフとして描かれた絵画が本邦でも有名な上
記の『オフィーリア』である。
この絵に関して，ある評者は「画面をくまなく埋める細密な描写は，一種独
特な空間を生み出し，さまざまな草花に飾られて水面に浮かぶ美しい少女の死
を一層神秘的なものとしている」１０３）と，また別の評者は「（数あるオフィーリ
アの絵の中で）ミレイの作品がとくに強烈な印象を与えるのは，オフィーリア
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が〈川面をただよいながら，祈りの唄を口ずさんでいたという，死の迫るのも
知らぬげに〉（福田恆存訳）という情景を，映画的リアリズムで表現したこと
による……現実的対象を克明に描きながら，しばしばそこに象徴的意味を託
す」，１０４）と述べている。
なるほど，批評家たちの言うように，ミレーの『オフィーリア』は「対象を
克明に描き」，「（細密な描写で）画面をくまなく埋め」ている。これは一見し
て明白である。とはいえ，「画面をくまなく埋める細密な描写」に「象徴的意
味」が託されているとするなら，この絵の中にそっと――それこそ目を皿の
ようにしないと気付かぬほど――小さく描き込まれているロビンにすらも「象
徴的意味」が託されているのは自明である。思うに，その一つは『マザー・グ
ース』の‘Who killed Cock Robin ?’から連想される「誰がオフィーリアを殺し
たのか？」という作者の内に秘めた怒りと告発であり，今一つはロビンの持つ
「不思議な力」，受難で「死んだ人を見送る力」に由来する葬送の儀，宗教的救
済の祈願を意味するのではなかろうか。
１２
最後に，Robinsonを含め，ロビンにまつわる人名について見てみたい。言
うまでもなく「Robinsonは Robinの息子の意であるが，Robinは Robertの pet-
name」１０５）でもある。木村正史氏の『英米人の姓名：由来と歴史的背景』によれ
ば，Robinsonという姓は「イギリスにおける姓の上位２０傑」の内の１４番目，１０６）
また「アメリカにおける上位１，０００姓一覧表」では２２番目１０７）と，かなり上位
にあることが分かる。ロビンにまつわる人名で誰しも思い付くのは，英文学に
登場する有名な人物で，世界中の子供たちに人気のある Christopher Robin，
Robin Hood，Robinson Crusoeではなかろうか。
最初の Christopher Robinは，ミルン（Alan Alexander Milne［１８８２－１９５６］）
が幼い息子のために書いた『クマのプーさん（Winnie-the-Pooh）［１９２６］』や，
『プー横丁に建った家（The House at Pooh Corner）［１９２８］』に登場する男の子
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の名前である。このファンタジーは，「２０世紀で最も成功した童話の一つ」，１０８）
と言われている。後の二人の人物については今更言うまでもあるまい。ちなみ
に，ロビン・フッドとロビンソン・クルーソーについて，平凡社の『世界百科
事典』は次のように述べている。
ロビン・フッド
イギリスの伝説的英雄。〈獅子心王〉リチャード１世（在位１１８９－９９）
の時代，すなわち１２世紀後半ごろに，ノッティンガムシャーのシャー
ウッドの森にこもり活躍したと伝えられる。リトル・ジョン，タック坊さ
んなど，愉快な部下とともに悪王の圧政に苦しむ民衆を助け，金持ちから
奪った富を貧民に与え，けっして女に害を加えぬ義賊といわれる……ロビ
ン・フッドは民衆の間に圧倒的な人気があったため，数々の文献に名を残
している。長編詩《農夫ピアーズの夢》（１３６０年代から９０年代）の中に
すでにその名が現れるし，１５世紀の多くのバラッドに歌われている。１５
世紀ごろからイギリス民衆の間に流行した舞踊〈モリス・ダンス〉では，
踊り手がロビン・フッドや部下に扮する習慣があり，とくに〈メーデー〉
（五月祭，５月１日）は〈ロビン・フッドの日〉と呼ばれ，祝祭行事の一
つとして彼に扮して踊って芝居をする……１９世紀のウォルター・スコッ
トの代表作《アイバンホー》（１８２０）でも，リチャード１世を助ける正義
の士としてロビン・フッドが登場する。現在でも映画やアニメ，絵本や漫
画で活躍している。１０９）
ロビンソン・クルーソー
イギリスの小説家 D.デフォーの小説。１７１９年刊。正式タイトル《ロ
ビンソン・クルーソーの生涯と奇しくも驚くべき冒険（The Life and
Strange Surprising Adventures of Robinson Crusoe）》。その写実的手法のゆえ
に近代イギリス小説の原点と評される。１７～１８世紀に流行した多くの航
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海記や，チリ沖のフアン・フェルナンデス諸島に漂着し，５年間孤島生活
を送ったというアレクサンダー・セルカークなる人物の実話に刺激されて
作られた。商人の息子ロビンソンは父の忠告に反して船員となり，さまざ
まな苦労ののち，無人島に漂着，２８年間，最初は一人で，のちには従僕
フライデーとともに自給自足の生活を送り，最後には救出されて帰国す
る。この作品の成功によって，同年続編も出版された。
この物語は単なる冒険小説ではなく，宗教的寓意があることも重要であ
る。つまり，父に背いて罪を犯した人間が罰せられ，苦しみ，悔い改め，
最後に救われるという当時のピューリタンの伝統にそった〈霊的自伝〉で
もある。また，限られた物資のなかで生活を築いていくロビンソンの姿
は，後世マルクスやウェーバーらの考察するところともなった。たとえば
ウェーバーは，ロビンソンの現実的・合理的行動様式に〈資本主義の精神〉
に照応する目的合理的思考を読みとっている。《ロビンソン・クルーソー》
はイギリスだけでなく広く読まれており，この物語をまねた漂流記も多く
作られた。ドイツ語には〈ロビンソン・クルーソーもの〉を意味する〈ロ
ビンゾナーデ Robinsonade〉という言葉も生まれ，フランス語の俗語〈ロ
バンソン robinson〉はロビンソンが用いていたような大型こうもり傘を意
味する。日本では早くも幕末にオランダ語訳からの重訳が出版されたが，
原文からの翻訳としては井上勤《絶世奇談 魯敏遜（ロビンソン）漂流記》
（１８８３）が初期のものとしては注目に値する。１１０）
一読して自明のごとく，ロビンにまつわる英国の人物は，本家本元の「国鳥
＝ロビン」と同様，民衆の間でも「圧倒的な人気（者）」である。誠に英国で
は，ロビンは何処から見ても愛すべき国民的アイドルであると言えよう。
胸赤鳥のロビンを「国を象徴する鳥」として特別視し，遇してきた英国。そ
の植民地として出発し，ただ胸の赤い鳥というだけで，別種の鳥を敢えて「ロ
ビン」と呼んで，慈しんできたアメリカ。このことを改めて思い見る時，ロビ
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ンのアイドル的人気は，生物分類学上の違いはどうであれ，アメリカとて英国
と同様である。それは，「アメリカ合衆国ではも

っ

と

も

親しまれている鳥の
一つ」，「も

っ

と

も

ふつうに見かける鳥，アメリカ人が最

も

親しみを持っている
鳥」という言葉が示すように，ロビンにまつわる形容詞は最高級のオンパレー
ドであることや，有名な漫画の主人公，Batmanの相棒（少年）がロビンと
いう名前であることを見ても，自ずと明らかである。
たとえ特産のハクトウワシ（白頭鷲）１１１）に国鳥の座を奪われているにせよ，
ロビンは昔も今もアメリカでは人気度ナンバーワンの鳥である。思うに，モー
リス・メーテルリンク（Maurice Maeterlinck［１８６２－１９４７］）の『青い鳥』（１９０９）
は〈幸福は手の届くところにある。それは他人を幸福にすることだ〉１１２）という
教訓を与えるものであるが，少なくとも英・米の両国では「幸福の鳥」は常に
身近に居る「胸の赤い鳥」なのではなかろうか。エミリー・ディキンソンの詩
句：「弱った一羽のコマドリを／もとの巣へ戻してやれたなら――／わたしの
一生はむだにならないでしょう」は，その何よりの証左と言えよう。
最後に，ハクトウワシがアメリカ合衆国の象徴，紋章に選ばれたことを慨嘆
する二人の高名なアメリカ人：鳥類研究家オーデュボン（John James Audubon
［１７８５－１８５１］）とベンジャミン・フランクリン（１７０６－９０）の言葉を紹介して
本論を終えたい。
この鳥がわが国の紋章に選ばれてしまったことを私がどれほど深く悲し
んでいることか。我らが偉大なるベンジャミン・フランクリンのこの問題
に関する意見には，私もまったく同感なので，ここで紹介しよう。
「私が思うに，ハクトウワシをわが国の象徴として選ぶべきではなかっ
た。あれは道徳をわきまえぬ性格の持ち主だ。正直な生活すらしない。自
分で魚を獲るにはものぐさすぎる。このワシが何かの枯木にとまったのを
きみも見たことがあるだろう。ミサゴがせっせと働いてやっと捕まえた魚
を，連れあいやひなを養うために巣に持って帰ろうとすると，ワシは追い
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かけまわして魚を取りあげてしまう。このような不正行為にもかかわら
ず，ハクトウワシの暮らし向きは決して楽ではない。人間のなかでペテン
やかっぱらいで生活するやから同様，大方は貧しく，しばしばひどく不潔
だ。そのうえ，とんでもない臆病者でもある。スズメほどに小さく非力な
キングバードが勇敢に攻撃すれば，彼らはその地域から追い出されてしま
う。このようなしだいで，この鳥は勇ましく正直なアメリカの紋章にふさ
わしいとはとても言えない。フランス人が『勤勉なナイト』とおだてる山
師の象徴ならぴったりだろうが。」１１３）
くにざかい
＊ 高速道路を利用して土佐路から伊予路に向かうと，松林に囲まれた国境に「愛媛県 県
木：松，県花：ミカン，県鳥：コマドリ」と大書した，色鮮やかな絵文字の標識がある。
本章は，松山に向かう度に，この三つの絵文字に触発され，深い思いの中で書き上げたも
のである。というのも，夢に見たコマドリと遭遇し，その美声に酔いしれたのは愛媛の地
であり，「松」は勤務先の松山大学とまた希代の鳥好きであった亡父：松静に，「ミカン」
は父母の眠る追憶の地，古里の紀州にもがるものであったからである。これでやっと懸
えにし
案の事項にけりを付け，菩提の地，愛媛との縁を新たにすることが出来た。これもひとえ
に松山大学のお陰である。深く感謝したい。また，本章で用いた洋書の中で，筆者の身近
に邦訳のあるものは出来る限り利用させて頂いた。訳者の方々には深く感謝の意を表した
い。
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